
1 
 

月に吠える詩小説化シリーズ『すえたる菊』 
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一、コロナ禍からの発想：沈淪してゆく自分自身への吠え声 

 

2019 年に始まった新型コロナウイルス感染症の流行により、世界的規模で社会環境が

一変した。 

今まで謳歌されてきた、科学技術の発展にもたらされた国際間の運輸の便利さは、逆に

コロナを短時間に拡散させる武器になってしまった。また、感染拡大を抑えるために、実

施された厳しい入国制限や反民主主義的な色彩を帯びた政策によって、人々は行動の自由

をはじめ、あらゆる種類の自由が制限されている。それにより、留学や海外の仕事に就く

ことは不可能になってしまい、大学生や青年たちはいかに優れた能力を身につけたとして

も、最終的には予定どおりにはならず、海外への発展の機会を失った。そうして、青年た

ちは仕方なく夢を放棄して、台湾に残るしかなかった。 

それと同時に、東京オリンピックをはじめ、国際行事や各活動の延期、中止や縮小は常

態になってしまい、経済活動も大幅に縮小した。また、世界中の経済の不況により、失業

人口が顕著に増えていた。しかし、この社会経済環境の厳しい状況の中で、もし一度仕事

を失ったら、いくら一生懸命仕事を探していても、なかなか新たな仕事に就くことができ

ないのも事実である。 

一方、この古今未曾有の最悪の事態の真ん中で、人との対面交流も、危険な行為と見な

されて、自粛・禁止すべきものだと考えられている。そこで、「ソーシャルディスタンス」

（＝対人距離の確保）や「外出自粛」などの言葉が流行語として用いられているように、

人々も人との距離や、人との交流という行為の必要性について考え直させられた。 

コロナ禍によって、心理的および物理的な不自由や、不確定性により起こされた不安と

いう感覚に満ちた日々は、人々を悩ませる。長い間自粛生活を送ってきた人々は、国や家

という閉ざされた環境にいさせられることで、不満や焦燥感など、消極的な感情に支配さ

れている。しかし、この厳しい状況の中で何かを変えようとしていても、結局、ただ人間

の営みの無力さを再認識し、世界そのもの、または自分自身への失望感を抱きながら、こ

の厳しい現実を仕方なく受け入れるしかなかった。 

個人的な体験として、厳しいコロナ禍の中で、感染拡大を抑えるため、学校の授業も対

面授業からオンライン授業になっているし、私自身も、何ヶ月間の外出自粛生活を送って

いった。そこで、私は家という閉ざされた環境に長い間いさせられ、ついだらだらとして

怠惰な生活を送るようになってしまった。しかし、怠惰な生活を送っていく中で、とある

日、はじめて自分が沈淪していることをふと意識してしまった瞬間、私は心が痛んで、コ

ロナ禍にもたらされたこの悪い現状、並びに沈淪してゆく自分自身に、怒りを混ぜた悲し

げな吠え声をたてたいという衝動に駆られるような気がした。 

その現状に対して不満・恐怖を抱いて吠えようとする衝動は、私に自由な口語を駆使し

て近代詩を完成させ、「日本近代詩の父」と称された大正・昭和期の詩人、萩原朔太郎の

処女詩集、『月に吠える』（1917）における「波止場の月に吠えてゐる」神経質な犬のイメ

ージを思わせる。当然、萩原朔太郎『月に吠える』が書かれた近代の背景は、コロナ禍が

発生した現代の背景とは全く違うし、また、それぞれの社会環境から生じた問題意識も全
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然違うのも事実である。しかし、時代背景が異なったとしても、萩原朔太郎『月に吠える』

に描かれた近代化の歩みに伴って、モダン都市として確立された近代の東京にいる知識人

の孤独感は、ひょっとしたら、コロナ禍に悩まされた現代人の抱いている孤独感とは、少

しだけ一致している部分があるのではないか。 

そこで、私はコロナ禍に悩まされた現代人のために、同じくコロナ禍に悩まされた者と

して、現代の視点を通して近代の萩原朔太郎『月に吠える』を読み直し、『月に吠える』

における詩歌のイメージを現代に置換することによって、コロナ禍で変貌した世界に生き

る人々の生き方を描き出すことを発想した。コロナ禍についての情報はいっさい書かない

が、コロナ禍にもたらされた不安や焦燥感、または不確定性などの消極的な感情を基調に、

人との距離や、人との交流（＝会いたい、または触れ合いたいという願望）をめぐって物

語を綴ってゆく。 

最後に、萩原朔太郎『月に吠える』における吠えている犬のイメージと呼応する形とし

て、または創作理念として読者に伝えたいのは、もし悪い現状に対して吠えるのなら、そ

の前に一度、廃頽した生活から目覚めなければならないということである。そこで、私は

この「月に吠える詩小説化シリーズ」において、心理的および物理的に閉ざされた環境に

いさせられた主人公たちが、虚しい妄想世界や怠惰な生活に沈淪していく中で、自分が沈

淪していることをはじめて意識した瞬間に、重点を置いて表現したい。 

 

 

二、メディアミックス：甦る近代詩、小説への転化を試して 

  

近年、台湾においては、「創意転化」の概念が盛んになっている。それは、異分野への

転化によって、過去の優れた文学作品に新たな現代性を与えると同時に、創作者としても

古典から創意力を手に入れられるというものである。とくに数多くの大学では、中国古代

の唐詩や宋詞をテーマとしてグッズを作ったり、服装をデザインしたりするなど、文化創

意マーケティングの概念を取り入れた創意転化の新コースが次々と設立されるようにな

った。 

 しかし、多くの創意転化のコースは文学作品自体よりも、文化創意マーケティング、つ

まりグッズの制作のほうに重点が置かれるため、詩歌を小説、戯曲、エッセイなどのジャ

ンルへ転化することを禁止する教員も存在している。そこで、実際にそのようなコースを

受講していた経験者として、私は一つの疑問を抱いた。それは、もし詩歌を他の文学ジャ

ンルに転化すると、どうなるのかということである。そこには試してみる価値があると考

えられる。 

 寡聞ながらできるだけ観察した結果によると、先に触れた学校での場面を除いて、近年

詩歌は、音楽、歌曲、朗読等に転化されることが多く、他にもイラスト、絵本、漫画、演

劇、舞踏の素材となるものも次々と現れている。しかし、小説をアレンジして現代詩にす

るものがいくつか書かれてきた一方、逆に詩歌から他の文学ジャンルへの転化は殆どない

と言える。そのような試みを、私は新たな可能性として考えたい。 
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 一般大衆にとって詩歌は常に神秘的で理解し難い文学として認知されているのは事実

である。それ故、人々が詩歌をジャンルを問わずに敬遠しがちになる原因もそこにある。

この現況のもと、日本近代詩を好む人間の一人として、近代詩の魅力を大衆に伝えてゆく

ため、私は近代詩の小説化というアイデアを発想した。 

 なぜ諸々の文学ジャンルから、詩歌の転化対象として「小説」を選ぶのだろうか。結論

から言ってしまえば、SNSでの書き込み等を除いて、小説はいちばん親しみのある文学の

ジャンルとして人々に受け入れられているのだ。なんといっても、一般大衆の間では詩歌

より小説への心理的抵抗は明らかに低く、さらに詩の内容について何を伝えたいのか全く

わからないと宣言する人間でも、少なくとも何冊かの小説を読んだことはあるはずであろ

う。そこで、気づいたのは小説への親しみを用いることで、詩歌に寄せる「難しそう」と

いうイメージを払拭できる可能性がある点である。つまり、この試みは、小説という読者

にとって比較的親しみやすい文学形式によって、近代詩の世界観やその雰囲気を再現する

ことを目指す。また、この小説をきっかけに、読者に原作となる近代詩それ自体に、でき

るだけ触れてもらうことを目的とする。 

 その形式について、私が採用したのは「詩小説（verse novel）」という、詩美の漂った

小説の形である。それは詩の美観を小説の中で維持することをめざす、文学ジャンル間で

の転化であり、さらにこの小説を読んでから原作の詩に戻ったとしても、読者に違和感を

覚えさせないように工夫する形式である。なお、私は詩歌に書き写されたいくつかの素材

を切り出し、感覚的に置換することによって、詩歌の「現実」（世界観、雰囲気）を新し

い現実として構築する。その新しい現実は、伝統的な私小説リアリズムとは全く別のもの

である。 

 

 

三、すえたる菊：触れ合いたいという願望と期待外れ 

 

前述した通り、厳しいコロナ禍の中で、人との対面交流は感染リスクを高めるため、禁

制すべき行為だと考えられる。そこで、もし誰かと会おうとするのなら、お互いには感染

されるリスクを負わなければならない。一方、わざわざ特定の誰かと会わなくても、相対

的に安全な家の内部から、あえて感染リスクの高い外部世界へと出ること自体ですら、も

う十分危険な行動に見なされてしまう。 

よって、自粛生活をしている人々は、お互いに会いたい、もしくは触れ合いたいという

願望をひそかに抱いていても、ついにそういった現実的な理由で、会うことを諦めるしか

ない。しかし、諦めたとはいえ、願望そのものは直ちに消えてしまうわけではない。悲し

いことに、人々はそれぞれの家の内部に閉じ込められたまま、外部にいる人たちとの現実

的な繋がりを失い、さらに誰かと会いたいという願望と、それを阻もうとする理性との間

で悩ましく葛藤している。 

では、そういったコロナ禍によって起こった心理の葛藤は、萩原朔太郎「すえたる菊」

とはいったいどのような関連性があるのであろうか。 
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「すえたる菊」には、悩ましく傷んだ腐りかけの菊を目の前にして、それを摘もうとす

るような衝動に駆られた語り手が、花に指を尖らして触れようとしたら、輝く天の一方か

ら、「その菊をばつむことなかれ」という声が急に聞こえてくる、という情景が描かれる。 

その菊は醋え、 

その菊はいたみしたたる、 

あはれあれ霜つきはじめ、 

わがぷらちなの手はしなへ、 

するどく指をとがらして、 

菊をつまむとねがふより、 

その菊をばつむことなかれとて、 

かがやく天の一方に、 

菊は病み、 

饐
す

えたる菊はいたみたる。                   （「すえたる菊」） 

この十行の詩は全体を通して、基本的には菊を摘もうとする語り手が、自ら菊を摘む場

面を叙述するような形を取っている。しかし、第七行だけには、天の声という異質的なも

のが入ってしまう。そこで、構造上には緊張が形成される一方、菊を摘む語り手と、菊を

摘むことを禁制しようとする天の声との間にも、対峙するような構図が作り上げられる。 

その天の声について、坪井秀人（1985）は、「つまり詩人の内部には菊を摘もうとする

衝動とそれを禁じ抑圧しようとする意識とが同居していたわけで、「天の一方に」聞こえ

てくる「その菊をばつむことなかれ」という声も自己規制の外化されたものと考えねばな

らぬ」と述べている。 

今回においては詳しく触れないが、もちろん、その＜禁制＞はまさに詩人の内部にある

罪の意識を反映するものであり、彼自身を取り巻った近代日本に対する違和感に由来する

ものだと考えられる。 

くり返し言う。萩原朔太郎の生きる近代の背景は、コロナ禍が発生した現代の背景とは

全く違うため、同列に論じることができないのは当然である。しかし、社会環境やそこか

ら生じた問題意識がいかにも異なったとしても、この二つの時代の間には、少しでも似た

ような部分が共有されているのであろう。それこそが、近代と現代との間の繋がりだと私

は考えたい。 

「すえたる菊」に描かれたのは、菊を摘もうとする衝動と、それを阻もうとする意識の

併存によって、菊を摘むことを躊躇してしまう語り手の姿であった。 

ひょっとしたら、それはコロナの蔓延する状況において、長い間家に閉ざされたまま自

粛生活をしてきた現代人が、感情的には家の外部にいる人たちとの繋がりを求めようとし

ている一方、理性的には外出すると感染リスクが高まるという現実的な理由で対面交流を

諦めるというような、誰かと会いたいという願望と、それを阻もうとする理性との間で葛

藤している姿勢とは似ているのではないか。 

そこから発想したのは、「すえたる菊」における病性に満ちた腐りかけの菊の形象を、

死の運命から逃れられない疾患者としての病妻・菊姫に置換し、さらに外化された禁制の
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声によって花を摘むことを躊躇している語り手を、絞め殺しを通して妻を病苦から解放さ

せようとほのかに思っていたが、最終的にはなかなか殺すことができないという駄目な男

に置き換えることである。 

妻の蠱惑的な美しい病態にひどく惹かれることによって決心を動揺させて、ついに妻殺

しということを最後まで躊躇していた男の駄目な姿を通して、私はコロナ時代において、

外部に出て誰かに触れ合いたいという願望に矛盾を感じた現代人の心理を描きたいと思

う。 

 

 

四、後書き 

 

実は、コロナ時代うんぬんといった創作動機から発想した内容と、実際に書いた内容と

の間にズレがあることは確かである。 

最初は、萩原朔太郎「すえたる菊」における菊を摘もうとする語り手の葛藤を、病妻の

菊姫を殺そうか殺すまいか最後まで悩んでいる男に転化し、その心境を中心に作品を書く

ことに決めた。また、詩の雰囲気を再現するためには、主人公の男の一方的な視線を通し

て、芸術品としての生きる人形・菊姫を死ぬまで見つめていくようなストーリーに書いた

ほうがいいということも知っている。つまり、最初の構想においては、ヒロインの菊姫は

個性を持つ人物というよりも、オブジェのような無機質的な存在になっているのであっ

た。 

けれども、創作は生き物であるということをしみじみと実感しながら、この小説を書い

ているうちに、芸術品扱いされるはずだった菊姫は、なんとだんだん自己意識を持つよう

になった。不思議なことに、創作者として、私は初めて自ら創作した小説の人物に「私は

人間として生きていきたい」と話しかけられるような気がした。 

しかし、それに応えようとして菊姫に自己意識を持たせることこそが、小説を構想した

通りに書けずに、コロナ時代うんぬんといった小説のテーマ性を狂わせるような自殺行為

になってしまった。 

残念ながら、この詩小説化のはずだった小説『すえたる菊』は、現代のコロナ時代の心

境を描き出すといった創作動機に応えることもできずに、また萩原朔太郎の詩歌における

独特な雰囲気を再現することも不十分であった。整体から見ると、これは詩小説化とも言

い難いくらい全く別の作品になっているのだ。詩小説化の試みとしては美しい失敗作にな

っているのかもしれないが、これからも今回の失敗を教訓として、雰囲気の再現を今後の

課題としたい。 
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